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第 11 回日本内分泌病理学会 
会長 上條桂一 （上條内科クリニック・上條甲状腺研究所） 

 
 このたびは、第 11 回日本内分泌病理学会学術総会を平成 19 年 10 月 19 日（金）、20 日（土）

の 2 日間にわたりロイトン札幌ホテルにて開催させていただきます。上條内科クリニックおよ

び上條甲状腺研究所が主催させていただきますことは、身に余る光栄なことであり、職員一同

精一杯運営にあたる所存でございます。 
日本内分泌病理学会は社団法人日本内分泌学会の分科会として、毎年秋に学術総会を開催し、

本年が 11 年目を迎えます。会員は、内分泌疾患の診断学、病理学、病態学、病因に興味を有す

る研究者（病理、外科、内科、脳神経外科、産婦人科、泌尿器科、基礎医学研究者など）で構

成されています。今回の学術総会では、メインテーマを「内分泌病理と臨床内分泌のさらなる

融合へ」とさせていただきました。トロント大学から K. Kovacs 先生と Eva Horvath 先生をお

迎えして、下垂体および下垂体疾患の超微構造からみた病態生理および治療による変化に関す

る最近の知見をお話いただきます。また、シンポジウムは甲状腺疾患に関する最近のトピック

スおよび貴重な症例についてわが国を代表する先生方に「甲状腺疾患の病理と臨床のさらなる

融合へ」をテーマにご講演いただきます。クリニカルアワーといたしまして、副腎疾患を取り

上げ、興味ある症例をご提示いただき、病理と臨床とのクロストーキングにより結論を導く本

学会ならではの企画となっております。また、貴重な一般演題および興味ある症例演題につい

て活発な討論を展開していただき、第 11 回日本内分泌病理学会学術総会における臨床内分泌と

内分泌病理が融合することにより、新しい視点を切り開き、明日からの臨床そして研究へのモ

チベーションとなれば幸甚です。また、折角の機会ですので北海道の先生方、臨床検査技師、

薬剤師、看護師さんなどにご参加していただくべく、会長講演および Eva Horvath 先生による

特別講演を第11回日本内分泌病理学会と第9回北海道甲状腺講演会との合同開催によるランチ

ョンレクチャーとしてシーメンスメディカルソリューションズ・ダイアグノスティクス（株）

主催により開催いたします。会場となるロイトン札幌は大通り公園が目の前に広がっており、

特に 10 月は札幌の秋の味覚が冴え渡る観光のベストシーズンでございます。 
また、第 11 回日本内分泌病理学会学術総会プログラムの表紙作成にご協力いただき、懇親会

特別講演でお話いただく橋本策先生のご子息、橋本和夫先生、そして写真をご提供いただいた

佐藤裕先生に御礼を申し上げます。 
上條内科クリニックと上條甲状腺研究所職員一同、札幌での第 11 回日本内分泌病理学会学術

総会を実りあるものとするため、鋭意準備しておりますので、皆様のご参加よろしく御願い申

し上げます。 
最後に、貴重な研究成果をご発表いただく先生方、討論に参加していただく先生方、座長の

先生方に感謝申し上げますとともに、本学術総会開催にあたりご協力いただきました先生方、

関連企業、団体の皆様に心より御礼申し上げます。 



ご案内 

I. 参加者へのご案内 

１．参加受付 

（1）参加受付はロイトン札幌２階の登録受付で下記のとおり行います。 

          １０月１９日（金） １０：００～ 

          １０月２０日（土）  ８：３０～ 

（2）学会参加費：10,000 円     

なお、大学院・研修医、5,000 円、医学部学生、1,000 円です。 

学会参加費を納入の上、参加証をお受け取りください。 

参加証は、必ず会場内ではお付けください。 

（3）プログラム・抄録集は、当日会場でも 3,000 円で別途販売いたします。 

（4）本学会会員以外の方は、ご参加いただけませんので、未入会の方は所定の手続きにより 

入会手続きをお済ませください。なお、学会受付にも入会申し込み用紙を準備しており 

ます。それに必要事項をご記入の上、入会費用 4,000 円を下記口座へ新入会である旨を 

お書き添えのうえお振込ください。 

口座記号番号：00290-5-50703 加入者名：日本内分泌病理学会 

  

        日本内分泌病理学会事務局 

        〒606-8305 京都市左京区吉田河原町 14 

                （財）近畿地方発明センター 社団法人日本内分泌学会内 

        担当：寒川 静佳 

        TEL：075-752-2955   FAX：075-752-2963  

                URL：http://www.nacos.com/jeps 

 

２.専門医クレジット 

学会参加により専門医の単位取得ができます。日本内分泌学会の単位取得に付きましては、

各自、参加証のコピーを更新申請時にご提出ください。取得単位は８単位です。 

日本病理学会病理専門医は５単位です。 

３.その他 

（1）懇親会を１０月１９日（金）１９時よりロイトン札幌２階リージェントホールにて 

開催いたしますので、是非ご参加ください。懇親会費は 5,000 円です。 

（2）会場内での携帯電話のご使用は禁止いたします。電源は off にしていただくか、マナー 

モードでお願いいたします。 



II. 座長・演者へのご案内 

１．座長へのご案内 

(1) 前のセッションが開始しましたら次座長席におつきください。 

(2) 進行は時間厳守でお願いします。 

 

２．質問者へのご案内  

質問、追加などの発言をされる方は、前もってマイクの前にお立ちください。 

また、症例演題にご質問される際に、顕微鏡の視野をプロジェクターで投影ご希望の先生は、

担当者にご指示いただければ実施できるように準備いたします。 

 

３．演者へのご案内 

(1) 演題の口演時間は 7分、討論時間は 3分です。 

(2) シンポジウムは１演者につき 10 分、討論時間は５分です。進行は座長の指示に従ってくださ

い。 

(3) クリニカルアワーは１演題につき10分、質疑応答・病理コメントは12分を予定しております。 

(4) コンピューターでの発表のみとします。 

(5) コンピューターでの発表について 

1. お持ちいただけるメディアは以下のとおりです。 

CD-R ・  USB メモリ  

※ CD-R の書き込みはハイブリット（ISO 9660）フォーマットをお使いください。 

※ 特殊な機能は読めない原因になりますので、使用しないでください。 

2. アプリケーションは以下のものを用意いたします。 

Windows 版 Power Point 2002 以上 

※ Macintosh 版 PC はこちらで用意いたしませんので、必ずご自分の PC をお持ちいただきます

ようお願いいたします（必要な方は予めご相談ください）。 

3. フォントは OS標準のもののみ御用意いたします(Windows XP)。 

4. ファイル名は「演題番号演者名.ppt」としてください。 

5. メディアを介したウィルス感染の事例がありますので、最近のウィルス駆除ソフトでチェ

ックしてください。 

6. ディスク作成後、他のパソコンで正常に作動するかチェックしてください。 

7. 発表時間の１時間前までに受付にお越しください。 

8. 学会会場ではデータ修正はできませんので、予めご了承ください。 

9. 受付時、発表データをコピーいたしますが、ご発表終了後、これらのデータは当方で破棄

いたします。 

 



４．症例演題の検鏡討論のために 

(1)症例演題の演者は 9月 14日（金）までに、症例の主要な病理プレパラートを 

学会事務局宛にお送りください。 

   ＜顕微鏡供覧用スライド送付先＞ 

   〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西 14丁目 3番 1号 

大通丸一ビルヂング 3階  

     上條内科クリニック 上條桂一 

    TEL：011－272－7551  FAX：011－272－7556  

  

(2)第一日目午前 11時から会場内で検鏡できるようにいたします。実際の標本を多くの方が 

検鏡し、活発な討論がなされることを期待いたします。 

(3)ご提出のプレパラートは学会終了時までにお返しいたします。 

 

 

５．研究賞について 

40 歳未満の発表者を対象に、優秀な一般演題および症例演題に対してそれぞれ研究賞を授与い

たします。対象の方は学会最後の研究賞授賞式までお残りください。 

 

６．宿泊について 

各自でご予約ください。案内・詳細は日本内分泌病理学会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも載せてありますので、

ご参照ください。 

HP：http://www.nacos.com/jeps/11/endaibosyu-11.html 

 

学会運営事務局 

第１１回日本内分泌病理学会学術総会 運営事務局 

担当）秘書 上井、辻 

〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西 14丁目 3番 1号 

大通丸一ビルヂング 3 階 上條内科クリニック内 

TEL：011－272－7551  FAX：011－272－7556  

E－mail：katt@cocoa.ocn.ne.jp 

HP：http://www.nacos.com/jeps/11/endaibosyu-11.html 

 

 

 



周辺案内図 
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ロイトン札幌   

住所 ： 〒060-0001 札幌市中央区北１条西１１丁目 

TEL  ： ０１１－２７１－２７１１ 



会場案内図 

理 事 会：平成 19 年 10 月 19 日（金）11:00～12:00 ロイトン札幌 2 階（クリスタル D） 

評議員会：平成 19 年 10 月 19 日（金）12:00～12:30 ロイトン札幌 2 階（クリスタル A） 

総 会：平成 19 年 10 月 19 日（金）17:50～18:05 ロイトン札幌 2 階（ハイネスホール） 
研究賞授賞式：平成 19 年 10 月 20 日（土）17:00～17:10 ロイトン札幌 2 階（ハイネスホール） 
 

懇親会 

平成 19 年 10 月 19 日（金）19:00～ 

ロイトン札幌 2 階（リージェントホール） 
参 加 費：5,000 円 

多数の方々のご参集をお願い申し上げます。 

 

リージェントホール

（懇親会場） 

ハイネスホール

（講演会場） 

クリスタルC 

（検鏡会場） 

クリスタルB 
（展示会場） 

（Coffee Break） 

クリスタルA 
（評議員会） 

クリスタルD 

（理事会） 

受付 

ロイトン札幌 ２階 
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